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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　１１月　３０日　（金）

司会　沢田　静子　　　　記録　中田　尚子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・12月１・２日の日当直の変更がありますのでお知らせ致します。

12/1（土）当直　 千葉良Ｄｒ→窪田Ｄｒ
12/2（日）日直 　千葉良Ｄｒ→窪田Ｄｒ
・病棟浴槽のタイルが剥がれ落ちている物2枚と、剥がれ掛かっているところがあり、修理伝票を提出しています。

· 栄養から12月の身体計測の依頼が来ています。実施日は以下の通りとなっています。

・12/2（日）　血圧・腹囲測定

・12/3（月）　体重測定をナイトプログラムにて実施

· 義歯管理から各患者様の管理能力を担当スタッフが評価し、フローシート（看護共有）にパソコン入力をお願いします。

期限は12/10（月）迄とし、自立度の低い（自立度Ⅰ）患者様をピックアップし、必要時ケアプランに反映し介入して行く事としています。

· 実地指導に向けカルテの選出をしています。

医療保護入院　中野渡　鉄男様

任意入院　　　東海林　康之様　加賀谷　芙美子様　板橋　雅勝様　沢田　三朗様

の以上5名となっています。各担当スタッフはカルテチェックを行って下さい。

· 今月のカルテから｢ID｣と言う記入項目が出来ています。各担当スタッフは9月・10月分へも手書きで｢ID｣の記入をして下さい。

｢ID｣の記載場所は、カルテ背表紙の氏名下です。

　　１０月分のカルテチェックを行っていないスタッフは、早急に行って下さい。

・　12/3（月）・4（火）・5（水）に定期採血があります。針刺し事故や凝固等に注意し行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～今後、青山荘入所予定となっており、昨日2回目の入所審査の面談を行っています。面談による審査は昨日で終了とし、現段階では書類審査待ちとなっています。

＜SSTミーティング＞

・月初めの短期目標設定ですが、お正月も近い事から、外出・泊の確認と電話依頼の方法を取り入れた目標設定をして行く事としています。

＜保清についての患者様の状況と援助について＞

・滝澤　久江様～現在、入浴・洗面等声掛けと時間要しますが、自力で行う事出来てきています。しかし、入浴したにも関わらず洗髪していなかったり、十分に体を洗えていない、尿臭がある等今後も見守り・介入必要です。その為、今後の実施（介入）内容を検討しています。

　　　　　　　　・毎週　（火・木・土・日）の20時に陰部洗浄を、本人へ声掛けし、見守り・介入、実施していく。

　　　　　　　　＊入浴時は今まで通りスタッフ見守り・介入をしていく。

　　　　　　　　

・中野渡　鉄男様～現在の状況として身体から異臭があり、洗面も充分行えていない（目垢の付着等）事から、洗面の声掛け、洗濯と更衣状況の確認介入をして行きましょう。

　　　　　　　　

	＜精神科救急電話対応について＞

医師からの連絡

	受け手
	相手・ポイント

	「青南病院　～○○です。」
	「△△（医師）ですが、病院から電話があったので連絡しました。」

	· 連絡した部署が分かっているとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「○○病棟へおつなぎしますのでお待ち下さい。」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・連絡した部署が不明のとき　　　　　　　　　　「連絡した病棟がどちらかお分かりでしょうか?」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・連絡した部署が不明のとき　　　　　　　　　　「連絡した部署へ折り返し連絡をさせます。ご連絡先は携帯電話（または自宅）でよろしいでしょうか？」　　　　　　
	連絡した部署が分かっていれば即時につなぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分かっていない場合は、医師を待たせることなく、折り返し連絡をする旨を伝える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・折り返しの連絡先の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　

・時間（すぐでも良いか、時間指定か）の確認をする。

	
	

	
	

	
	


	警察からの情報提供依頼

	受け手
	相手・ポイント

	「青南病院　○○です。」
	　

	　
	「～警察署の～ですが、そちらに入院されていた△さんの入院加療歴について知りたいのですが。」

	
	

	
	

	「申し訳ありませんが、電話では回答できないことになっておりますので、正式な文書依頼、または外来窓口にお越しいただけないでしょうか。
	　

	
	

	
	

	
	

	
	

	　
	「緊急事態なのですが」

	「分かりました。ではそちらの連絡先をお願い致します。確認し次第、折り返しご連絡差し上げます。」
	・相手の連絡先が明確でない場合には応対できないことを伝える。携帯電話ではなく、固定電話での対応してもらうこと。

	
	

	
	

	
	


不審者の電話対応

	受け手　　　　　　　　　
	相手・ポイント

	「青南病院　～○○です。」
	　

	　
	「○○さんって言う人が入院しているって聞いたんですけど」

	
	

	「申し訳ありませんが個人情報保護法によりお答えできません。失礼ですがどちら様でしょうか？」
	　

	
	

	
	

	　
	「○○さんの友人（知人）なんですけど」

	
	

	「それでしたら、その方のご家族にご確認されてみてはいかがでしょうか？」
	　

	
	

	
	

	　
	「家族にはもう聞いたんですけど。病状がどうなのか知りたくて。」

	
	

	「患者様が当院へ入院しているかどうか、またはその病状に関しましては、電話では応対できないことになっておりますのでご了承下さい。」
	　

	
	

	
	

	
	

	
	

	　
	「じゃあどうすればいいんですか？」

	「ご家族以外の面会、電話に関しては本人またはご家族の了解が必要となります。事前にご家族からご連絡を頂く必要がありますので申し訳ありませんがご了承ください。」
	・個人情報保護法につき回答できないことを繰り返し説明する。　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


診療日・時間の問い合わせ

	受け手
	相手・ポイント

	「○○病院でございます。
	　

	　
	お宅の診察時間を教えてもらえますか?

	
	

	外来は月曜～土曜日の午前中のみでございます。予定制となっております。
	「予定制」とは9：30に予約を入れた場合、9：30～10：00の間に診察を行うということ。

	
	

	
	

	　
	「予約をしたいのですが？」

	「初めてのお越しでしょうか？」
	　

	　
	「はい」

	「外来受付窓口が終了しておりますので、明日の朝、再度ご連絡いただけますか?」
	氏名など確認しても良い　　　　　　　　　　　　「お名前はどちら様ですか?受診されます本人様でしょうか?」など

	
	

	
	

	　
	「分かりました」

	「保険証をお忘れなくお持ち下さい。」
	　

	
	

	*医事へ、外線にて受診希望があったことを申し送る（氏名など）











